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－保 険 部 連 絡－ 
（書類送付ご案内） 

 
平素は本会運営にご協力を賜り、誠に有難うございます。 

 
 さてこの度、平成 30 年 8 月 24 日付で厚生労働省より各都道府県労働局長あ
てに「労災保険柔道整復師施術料金算定基準の一部改定について」が通達されま
したので、関係資料の送付をもってご連絡を申し上げます。 
 
今回の改定は 9 月 1 日以降の施術に係るものから適用されます。 
詳細については 8 月 27 日に本会 HP の掲載済みですが今回同封資料をご熟読の
上、各施術所においてご対応いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
 
本件に関するレセコンプログラムの変更は各社共、9 月下旬に到着する更新プロ
グラムでの対応となりますので、作業ツール到着後は速やかに更新作業を実施
いただければと存じます。 
 
【同封資料】 
保険部連絡 
厚生労働省発出通知 一式 
労災保険料金算定表 
 

















　初検料加算
１．時間外加算　午前６時～８時、午後６時～１０時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，６５０円
１．時間外加算　（但し、施術所の表示する時間であれば加算できない）
２．休日加算　　日曜、祝日 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １，８７０円
３．深夜加算　　午後１０時～午前６時 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３，７４０円

　初検時相談支援料 ・・・ 初検時において以下の１．及び２．を行った場合に算定する。
１．職業復帰に向けた施術内容、施術期間、職業復帰見込時期及び就労に当たっての励行・禁止事項をきめ細やかに
１．説明し、その旨施術録に記載する。
２．施術に伴う日常生活で留意すべき事項等をきめ細やかに説明し、その旨施術録に記載する。
３．初検料のみ算定した場合においては、初検時相談支援料を算定できないものとする。

　再検料の算定は、初検料を算定した月においては１回、翌月以降は１ヶ月（歴月）２回を限度とする。
　再検料の算定は、初検料を算定した月の翌々月を限度とする。

　往療料加算
１．片道８㎞までの場合、２㎞または端数を増す毎に加算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，９６０円

１．片道８㎞を超えた場合、一律に加算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，８８０円
２．時間外加算　午前６時～８時、午後６時～１０時・・・・・・・・・・・・　１００/１００（１．の加算を含む）
３．深夜(午後10時～午前6時)、難路、暴風雨・暴風雪加算(気象警報発令時)・・・・・２００/１００（１．の加算を含む）
４．２戸以上の患家に対して引き続いて往療した場合の往療順位第２位以下の患家に対する往療距離の計算は、
　　当該施術所の所在地を起点とせず、それぞれ先順位の患家の所在地を起点とする。

　一週間に１回程度、１ヶ月（歴月）に５回を限度とし、後療時に算定できるものとする。

　注 運動機能の回復を目的とした各種運動を行った場合に算定できる。　
１．一週間に１回程度、１ヶ月（暦月）に５回を限度とし、後療時に算定できる。
２．部位、回数に関係なく１日３７０円とし、２０分程度運動療法を行うこと。

　骨折、不全骨折又は脱臼に係る応急施術を行った後に、医療機関に対して施術の状況を示す文書を添えて患者
　の紹介を行った場合に算定できる。

円 円

円 円

円

円

円 円

円 円

円 注１．脱臼の際、不全骨折を伴った場合は

　　　脱臼の部に準ずる。

注１．関節近接部位の骨折により生じた拘縮 　２．後療時に、関節可動域・筋力の評価を

980円 　　 が２関節以上に及ぶ場合で、かつ、一 　　　行い、早期職業復帰に向けた経過及び

1,310円  　　定期間（３週間）経過した場合の料金 　　　所見を施術録に記載する。

　　 は、算定部位を変更せず一括して

注１．関節骨折又は脱臼骨折は、骨折の部     １，１５０円とする。
注 １．に準ずる。 　２．後療時に、関節可動域・筋力の評価を
　２．関節近接部位の骨折により生じた拘 　　　行い、早期職業復帰に向けた経過及び
　　　縮が２関節以上に及ぶ場合で、かつ、 　　　所見を施術録に記載する。
　　　一定期間(３週間)経過した場合の料
　　　金は、算定部位を変更せず一括して
　　　１，３１０円とする。
　３．後療時に、関節可動域・筋力の評価を
　　　行い、早期職業復帰に向けた経過及び
　　　所見を施術録に記載する。

注 手の指の打撲・捻挫の施療料及び後療料は、指１本の場合は所定料金とし、指２本の場合は所定料金を２倍
　 した金額、指３本の場合は所定料金を３倍した金額、指４本以上の場合は所定料金を４倍した金額とする。

円 注 後療において温罨法を併施した場合の加算は、骨折又は不全骨折の場合にあっては、受傷の日から起算して

円 　 ７日間を除き、脱臼、打撲、不全脱臼又は捻挫の場合にあっては、受傷の日から起算して５日間を除く。

円 　 但し、負傷当初より冷罨法を施した場合は、冷罨法料として算定できる。冷温罨法の重複算定は認められない。

その他留意事項

円 円

円 円

特別材料費は、１負傷部位について１回算定できる。
なお、骨折、不全骨折又は脱臼について、特別材料の交換が必要と
なった場合は、２回まで特別材料費として算定できる。
包帯交換料は、次の包帯交換時に算定できる。
　　初回の包帯交換時　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１回
　　初検日から起算して１週間以内の包帯交換時　・・・・・・・・・・・　１回
　　初検日から起算して１週間から２週間以内の包帯交換時　・・・　１回
　　初検日から起算して２週間から３週間以内の包帯交換時　・・・　１回
　　初検日から起算して３週間から４週間以内の包帯交換時　・・・　１回
　　初検日から起算して４週間を超えての包帯交換時　・・・・・・・・　１回

円

食 事 料 １食につき 1,470円

骨折、不全骨折又は脱臼

捻　　挫　・　打　　撲

特 別 措 置 料 金 特別材料費 包帯交換料

７２０

３６０

１，６２０

９７０

100

95

550

冷 罨 法 料

温 罨 法 料

電　 療 　料

１回

１回

１回

入 室 料 １日につき 1,400

指（手・足）骨

後療料は一律 830

中手骨、中足骨

拘縮後療料は一律 1,150

円

手根骨、足根骨

6,240

拘縮後療料は一律

打撲及び捻挫 施 療 料 後 療 料

打       撲
910 615円 円

宿
泊
料

捻       挫

肩関節(胸鎖･肩鎖) 9,480

肘関節・膝関節 4,320

手関節・足関節

指(手・足)関節
4,320

(肩胛骨を含む)

上腕骨・前腕骨

膝蓋骨・下腿骨
8,400

6,240円
円

後療料は一律 830指（手・足）骨

中手骨、中足骨 顎　関　節 2,760

手根骨、足根骨

4,320

鎖 骨
円

労　災　保　険　料　金　算　定　表
平成30年 9月1日より実施

協同組合近畿整骨師会

円

円

骨　　　折

上腕骨・下腿骨

(骨盤･膝蓋骨を含む）
13,800円

円13,800

骨盤・大腿骨

胸骨・肋骨・鎖骨

11,040

4,560

不 全 骨 折 固 定  料 脱　　　臼 整  復  料

円

股 関 節 10,800

円

円

480

2,230

680

370

再　　 検 　　料

往　　 療 　　料
片道２㎞以内あ

指 導 管 理 料

運　動　療　法 料

休業補償証明書料

施術情報提供料

2,000

1,000

円

大 腿 骨

後療料は一律

初　　 検 　　料

初検時相談支援料

2,485

100

整  復  料

前 腕 骨 13,800

肋 骨 6,240

円

円

円

一通に付

注 １．筋、腱の断裂（いわゆる肉離れをいい挫傷を伴う場合もある。）につい

注 １．ては、打撲及び捻挫の部に準ずる。

注 ２．この度も逓減（多部位請求、長期間請求）の取扱いはありません。

注 ３．非労災指定医療機関受診の場合、患者自己負担の上

注 ３．非労災 → 様式第７号（１）の証明

注 ３．非通災 → 〃 第１６号の５（１）の証明

注 ３．非労災指定医療機関受診により、患者自身が労働局へ請求してください。




